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生活科授業における「共通体験」の有効性
Validity of “Common Experiences”

















 （ 1 ）スタートカリキュラムとしての生活科の位置
　新しい小学校学習指導要領解説　生活編 3 ）の「第 1 

































































































































































































 （ 1 ）対象
　　　福岡県内　公立小学校 2 年生　30名
 （ 2 ）実施時期
　　　2018年 9 月～10月
 （ 3 ）実施単元
　　生活科の内容（ 6 ）自然や物を使った遊び
　　 「うごく　うごく　わたしのおもちゃ」













　　　 【 学びに向かう力，人間性等 】

















































発展的活用5  6 　おもちゃランドに 1 年生を招待する。








　　 【 思考力・判断力・表現力等の基礎 】


















 （ 1 ）経験をもとに，それぞれ作る。
 4 　作ったぴょんぴょんガエルで友達と遊ぶ。
 （ 1 ）　それぞれが作ったぴょんぴょんガエルで友
達と遊ぶ。











 （ 2 ）次時への見通しをもつ。
　○ゴムを使った他のおもちゃ
 7 　実証授業の実際
 （ 1 ）実施日時　2018年　 9 月下旬
































































































































































表 4 及び表 5 のようである。＜実際の板書＞
写真 2 　「導入」段階の板書






















　発話プロトコル 1 のＣ6 の子どもの様子からもわかり
ように，子ども達が進んで改良している。特に，Ｃ6 児
に関しては，自分の班にも伝えた後に，隣の班にも自
表 5 　「展開」段階の発話プロトコル 2 
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